
平成２５年度一宮町まちづくり町民提案事業一覧 

【団体提案型】 

ＮＯ． 
団体名及び 

代表者氏名 
事業名 当初事業費 補助要望額 補助対象事業費 

評価点（60点満点） 

（補助金査定率） 
補助決定額 審  議  内  容 

 １ 

１３８子育てネットワー

ク 

 

藤井 幸恵 

 

子育てサポート「あず

かり ♡
あい

スマイルタウ

ン」 

120,000円 80,000円 120,000円 
５０ 

（83％） 
80,000円 

 子育ての置かれた状況、その中でどのような人が何に悩んでいるのか。その声を見える化していくこ

とが必要とおもわれる。また、子育てという切り口だけでなく他のニーズにも開かれる入口（高齢者の

生きがい・・・ｅｔｃ）もあわせて考えていくといいのではないか。 

専業主婦であるがのゆえの子育ての悩み助け合いの必要にも目を向ける必要があることがわかる。働

かない母親の方が少ない現今なので一歩一歩着実に進めてほしい。やはり基本の基は、親⇒家庭⇒地域

のどこかで担う方法がないものか常に念頭において活動していってほしい。 

設立目的である子どもを中心としたネットワークの輪を積極的に広げてほしい。 

【要望どおり 80,000円の補助額とする】 

 ２ 

一宮町の郷土祭りを盛

り上げ隊 

 

福辺 克吉 

一宮町の郷土祭り盛

り上げプロジェクト 

140,000円 93,000円 140,000円 
４８ 

（80％） 
93,000円 

長い歴史、伝統をどのように調べ、研究し現在の町民に伝えられるか具体的な場、機会の工夫が必要

と思われる。 

町当局や神社の推進に寄与される「盛り上げ隊」が間に入ってくれる現状があって、衰退傾向に歯止

めをかけていると思う。古代、中世の故事も伝えたいが、現代人としての心の支え悩みや夢の受け皿と

なれる神社としてアピールし続けてほしい。 

郷土祭りを盛り上げる為のイベントは大いに評価します。但し、郷土祭の効果、期待に何か基本的な

物が足りないように思います。 

【要望どおり 93,000円の補助額とする】 

 ３ 

一般社団法人サーフラ

イダーファウンデーショ

ンジャパン 

うみいく～海の不思

議、海の魅力。海に

学ぶ私たちの暮らし 750,000円 

（当初） 

445,000円 

   （再） 

500,000円 

（当初） 

300,000円 

（再） 

750,000円 

（当初） 

445,000円 

（再） 

 

 

 

 

３８ 

（63％） 

 

 

186,000円 

スキル、ノウハウの一方的提供でなく地域にあるものと双方向で実現していけるかが問われていると

思われます。学校など地域への浸透のさせ方、工夫点を更に明らかにされたい。 

 活動の基本理念は理解できるが一宮町全体に福利をもたらす事業になるためには、今少し詳細、綿密、

長期的計画がほしい。今後の活動実績を見守っていきたい。 

海に関する他団体とのネゴシエーションがよくできているか疑問です。また、事業計画について記述

が詳細でない。以上のことを踏まえ再度事業別内訳書の提出を求めた結果、一部の事業で学校とのカリ

ュキラム調整が厳しく、事業の成立見込みが難しいことから申請額が大幅に削減された。 

【事業別内訳書の提出を受け査定し、評価点数による補正を行い、186,000円の補助額とする】 

団体提案型 計 705,000円 473,000円 705,000円 － 359,000円 
 

 

【課題提示型】 

 １ 

渚のファーマーズマー

ケット運営委員会 

 

室川 典弘 

 

道の駅実証実験（渚

のファーマーズマー

ケット） 

600,000円 500,000円 600,000円 
５２ 

（86％） 
500,000円 

実証実験から本格活動に移らせていくためには、人材育成が必要だと思う。内輪の役割分担と外側か

ら自由に参加できる雰囲気づくりの両方を豊かに考えていってもらいたい。 

1 年間の実践で問題点が明確になっているので改善向上に期待したい。人手不足対策として、近隣の

高校生にアルバイトしてもらうのはどうでしょうか。 

若い農業家の皆様の努力は大いに評価できる。今回、渚のファーマーズマーケットに 3 千人の集客を

予測しているとの事。広報活動が keyだと思います。 

【計画どおり 500,000円の委託とする】 

課題提示型 計 600,000円 500,000円 600,000円 － 500,000円 
 



 


